
たくましい心を育てる
腕力があり、けんかが強くても、それだけでは粗暴な子どもに過ぎません。

目標をしっかりと立て、それを目指して（向上心）、人を頼らないで（自立心）、自分で計画を立てて実行し（計画性、実践力）、ともすれば安易な道を通ろうとする自分の心をおさえ（自制心、克己心）、苦しいことにもくじけないで（忍耐力）、一つのことに打ち込み（集中力）、最後までやりとおす（持久力）ことのできる「たくましい心」の子どもに育てたいものです。

心にブレーキを持つ

わがままで、がまんする力が弱く、ささいなことにもすぐカッとなる子どもは、非行に走りやすいといわれています。心にアクセルだけがついていて、ブレーキを持たないことが原因だと思われます。

自分の心の中の欲望をおさえ、なまけ心、くじけ心に克つなど、年齢相応の「己に克つ」力を育てましょう。

大切なハングリー精神

ほしいと思えばすぐ買ってもらえる。やりたいことは何でもやらせてもらえる。このように幼児の頃から、すべて満たされ続けてきた子どもには、耐える心は育ちません。

自分の思い通りにならない壁にぶつかり、不満を抑えてそれを乗り越えようとする工夫と努力の中から、求める気力と、道を切り開く力がわいてくるのです。便利過ぎる生活も、子どものやる気をなくさせます。
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